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研究の目的

•地方都市の中心市街地活性化の観点
から、使われていない廃校の有効活用
の可能性を研究する



本研究の構成

1. 研究の背景

2. 廃校活用の可能性と課題

3. 廃校活用の方向性

4. まとめ



研究の背景(１)人口減少
富山市の人口の推移と将来推計

今後、ますます人口減少が
加速

少子高齢化により人
口が減少

今後もこの傾向が続
く

人口減少によって特
に地方では活力が失
われている

https://resas.go.jp

少子化の進行によっ
て近年廃校が増加



研究の背景（２）廃校の実態①

参考資料 文部科学省 廃校施設活用状況実態調査の結果について

毎年コンスタントに廃校が発生

今後はさらに増加していく可能
性もある



参考資料 文部科学省 廃校施設活用状況実態調査の結果について

活用されていないもの
も多い

用途も決まって
いないものもある



参考資料 文部科学省 廃校施設活用状況実態調査の結果について

社会体育施設、社会教育
施設・文化施設に利用され
ることが多い

社会体育施設などは地域
住民の利用が中心となる施
設である。
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活用に向けた公募の実施状況

地方公共団体のHPに記載 広報誌等（紙媒体）に記載

「みんなの廃校プロジェクト」に記載 地方公共団体の掲示板に公告

その他（新聞、TV等 公募していない
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13%
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54%

地域住民からの意向聴取の状況

説明会によるヒアリングを実施

その他（地域と協議等）

アンケート調査を実施

実施していない

意向聴取、活用に向けた
公募自体実施していない
ところがかなりある

参考資料 文部科学省 廃校施設活用状況実態調査の結果について から作成



地方都市の中心市街地でも廃校が存在

小学校

•新潟市 １０校

•長野市 １校

•金沢市 ２校

•富山市 ７校

•岐阜市 ５校

中学校

•新潟市 ３校

•長野市 ０校

•金沢市 ０校

•富山市 １校

•岐阜市 ３校

２０００年以降の廃校（市街地）

筆者よる調査、市街地の判定はGoogle Earthを用
いた目視で判断した。



市街地に人を集めることのメリット
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人口密度と一人当たり歳出

（平成２５年度市町村別決算状況調より作成）

人口密度が高いほど一人当たり歳
出が少なくなっていく傾向がある

行政コストを少なくするという観点か
ら中心市街地にひとを集中させるコ
ンパクトシティを目指すべき

総務省｜地方財政状況調査関係資料｜市町村別決算状況調から作成



財政面から見た中心市街地活性化の意義

面積比 固定資産税＋都市計画税

市街地区域 ５．８％ ７４．０％

うち中心市街地 ０．４％ ２２．０％

上記以外 ９４．２％ ２６．０％

中心市街地への集中的な投資は、
税の還流という観点からも合理的で
あり効率的

富山市の固定資産税・都市計画税の地域別内訳（平成２６年度）

資料：富山市「PPPによる小学校跡地活用とPFIによる統合校建設」



中心市街地の低迷
人口流動マップからみた中心市街地の賑わい

名古屋市のような
大きな都市と地方
都市とで大きな格差
⇒中心市街地の低

迷

https://resas.go.jp



中心市街地の低迷
地価からみた中心市街地の魅力低下

地価の低迷が上がる
兆しは見られない

中心市街地の地価低迷は
全国的な流れ

http://www.tochidai.info



廃校を巡る背景：まとめ

•人口減少・少子化の進行に伴い中心市街地での廃校の増加も予想
される

•中心市街地に人・投資を集めたい

中心市街地の低迷を打破するために廃校を活用できないか



廃校活用の可能性と課題
学校の特性 富山市市街地上空地図

maps.google.co.jp/

○ 廃校になっ
た学校

○ 通常の学校



廃校は市街地でまとまった空間が確保可能

• 広い土地がある

小学校設置基準によると、校舎は最低でも５００㎡、運動場は最低でも２４

００㎡の土地が必要とされており、中心市街地においてこれだけの土地を

確保できるのは貴重である。

さらに・・・

• 土地の所有権を行政が持っている

⇒自治体の望む街づくりに活用しやすい

• 今ある建物を使うので建設費を抑えることができる(老朽化していない場
合)



現在の使われ方の問題点
富山市へのヒアリング調査を参考にした

•現在の使われ方では人が集まらない（魅力の向上になっていない）

例：富山市旧八人町小学校 現在は教育センターとして暫定的に

利用されている

•建物が古い場合がある

•周辺住民の理解が進まない

•活用にむけた公募や周辺住民への意向調査自体行っていない

•多額の費用



４ 廃校活用の方向性

•これまでのまとめ

① 中心市街地の活性化に廃校を活用するのが有効
である。

② 大きな問題として費用がかかる

③ 人を集められる施設が必要

•以後，廃校の活用方法について考える



廃校を活用する際の重視するべき条件

•大きな駐車場を必要としない

→低未利用地の増加

•公共交通機関を利用してもらいやすい

→高齢化社会

•周辺の商業施設(商店街など)の利益を奪わない

•周辺施設にも相乗的に利益が生まれるような活用をする

→中心市街地全体がにぎわうような活用



廃校活用の二つの軸

•中心市街地が抱える問題や地域特性によって活用の方向は異なる

•集客型 vs 地域密着型
集客型：中心市街地の外から利用者を呼び込む
地域密着型：地域住民のニーズを重視

観光客増加が課題なら集客型、地域の暮らしやすさが課題なら地域密着型

•普遍的施設 vs 独自的施設
普遍的施設：中心市街地の暮らしやビジネスを支える施設
独自的施設：生活基盤よりも集客効果を持ち合わせた独自性のある施設

暮らしやすさ、転出防止を目指すなら普遍的施設、地域の魅力発信を目指すなら独自的
施設



廃校活用方法の分類

集客型―普遍的施設 集客型―独自的施設
外から人を呼び込むとともに 観光・娯楽施設により

中心市街地の暮らしやビジネスを 地域の魅力を伝え観光客を

支える 誘致

地域密着型－普遍的施設 地域密着型－独自的施設
すでに住んでいる人が暮らしやすい 地域住民が楽しめる

暮らしたいと思える

現状の活用方法に多く

活性化につながってない

集客型(外)

地域密着型(内)

普遍的 独自的



廃校活用方法の分類

ホテル 道の駅

工場 体験型施設

ショッピングモール イベント会場

雑貨屋 学校 博物館 美術館

レストラン カフェ ミュージアム

マンション 住宅 オフィス

映画館 スーパー スポーツジム

図書館 公民館 公園 福祉施設

避難施設

集客型(外)

地域密着型(内)

独自的普遍的



外と内から人を呼び込む
（１）カフェ（ターゲット：若者）＝ハイブリッド型・普遍
的
イメージ…地元の食材を使った料理を提供

メリット→屋上や教室を利用した個室空間での食事が可能

その土地の味覚を知り、味わうことができる

経済効果がある

休日に人を呼び込める

デメリット→コストがかかる

周辺の飲食店の利益を損なう



（２）ミュージアム（ターゲット：子供）
＝ハイブリッド型・独自的

イメージ…アンパンマンミュージアムのような遊具があるミュージアム

メリット→子供たちが使用していた学校なので、子供が利用しやすい

休日の中心市街地に人を呼び込みやすい

観光客が増える

お土産代や入場料などで経済効果が得られる

デメリット→平日の集客効果があるのか

若者が訪れない



（３）オフィス（ターゲット：社会人）
＝ハイブリッド型・普遍的

メリット→教室単位で提供することで他企業とのコミュニケーションが

とりやすい

ベンチャービジネスの開拓

雇用の創出

近隣の飲食店に相乗効果が期待できる

中心市街で安くオフィスを確保することができる

ビジネスに向いている

デメリット→休日の中心市街地に人を呼び込めない

集客効果はない



外から人を呼び込む
体験型施設（ターゲット：観光客）
＝集客型・独自的
メリット→体育館やグラウンドのような広い空間を利用して取り組める

地元の食品や伝統工芸などを知ってもらうことができ、

技術の継承につながる

個人で活躍している人の活動の場が広がる

デメリット→リピーターを獲得しにくい

まとまった時間を必要とする



内からの人を呼び込む
スポーツジム（ターゲット：地元市民）
＝地域密着型・普遍的
メリット→駐車場が必要ない

個室ジムとしての利用

プールやグラウンドを利用した屋外のトレーニング

デメリット→高齢者の利用が見込めるか

他県からの集客を望めない

深夜の利用が難しい

人件費



コストを極力抑える手法の例：PFI

民間が参加する
ことでコストを抑
えられる

また、民間のアイ
デアも取り入れ
ることで魅力の
向上につながる

http://www8.cao.go.jp/pfi/aboutpfi.html



廃校活用の事例『北野工房のまち』
→集客型・独自的

『北野工房のまち』（神戸市）

旧北野小学校校舎を活用し、神戸の歴史や文化をベースに
神戸の生活文化産業の創造、及び新たな神戸ブランドの創
造を目的として、平成10年7月にオープン

平成26年度来館者数100万人（毎年約80万人）

1階グルメフロア―神戸老舗和菓子屋、精肉店（神戸ビーフ）
など→地元ならでは

2階クラフトフロア―神戸牛革でレザー小物がつくれる工房
など→豊富な体験メニューで思い出作りに

3階講堂－イベント・ミニコンサート開催

独自性にあふれている

→集客効果

北野工房のまちホームページより



神戸の事例から考えた地域活性化のため
の廃校活用

活用方法の中身が地域独特で特徴があったり、真新しさがあったりす
る方が地域住民や観光客に満足感を与えられるのでは（地域の魅
力、この地域に訪れたい、暮らしたくなる）

＝集客効果・転出防止

・普遍的施設の内部を独自化して活用

・独自的施設を活用方法として取り入れる

神戸は大都市なため、多
くの観光客が訪れている
のかも

しかし、地方も交通アク
セスはよいため独自性を
基に集客・転出防止に



まとめ

•研究のまとめ
・人口減少と中心市街地の空洞化に悩む地方都市にとって廃校の有効活用
は地域活性化の有力な手段

・しかし、現状では有効に活用されているとは言えない

・地域外からの集客や施設整備をきっかけに転入者が増えるような活用が必
要

•今後の課題
・有望な活用案について、より具体的に効果や費用を検討

・既存の廃校活用された施設の詳しい実態調査
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